
【輸出後に抱えた課題】
１ シンガポール現地検疫当局で、ヒレ･皮・白子の部位が抜き取られた。
２ 現地商社でトラフグのみがきの要望が多いが筋肉部位のみ。
３ 単品のメニューでは訴求力が弱い

【ウェブサイト】 http://www.fukutarou.co.jp/  

【対応の結果】
１ 日本のフグが地方ごとに異なることを指摘され、現在厚労省が変更中
２ 日本料理店はトラフグみがきのニーズが高まった。
３ 中華系レストランで好評となった。
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春節用ふぐ刺し

 ＪＥＴＲＯ輸出有望案件支援企業。中小機構海外ビジネス戦略推進支援事業。
 シンガポール向けにフグを輸出しているが、通関時に特定部位が抜き取られる。
 水産庁、厚生労働省による政府間交渉に協力。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成30年度 ８５万 0.3ｔ
通年平成29年度 ６０万 0.2ｔ

平成28年度 ７０万 0.3ｔ

冷凍フグ

【主な品目】

シンガポール・マレーシア

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
１ シンガポール政府と日本のフグ毒研究の教授を連れてフグの勉強会を開催
２ シンガポールレストランバイヤーや記者を招聘し、日本ふぐ文化を宣伝する
３ シンガポール中華レストランでフグの展示商談会を行う

【生じた課題への対応】
１ シンガポール政府と厚労省で協議開始。
２ トラフグ以外のマフグなどの筋肉部位のみの商品を提供
３ 春節パーティ用のフグ刺身を企画し販売

【連絡先】 担当者名：古川、ＴＥＬ：093-341-2951 

【活用した支援・施策】ＪＥＴＲＯ輸出有望案件支援企業。中小機構海外ビジネス戦略推進支援事業。

（平成２６年度より輸出開始）

福岡県 （有）ふく太郎本部
『フグをシンガポール・マレーシアへ』

水産物


